
整備指標
国際コンテナ貨物
の陸上輸送費用の削減

現況
1990年代半ばに
比べ、約1割削減

長期的
目標（H22）

1990年代半ばに
比べ、約3割削減

500万

凡　　例

中枢国際港湾

中核国際港湾（8港）

100万 50万

（TEU）
【国際海上コンテナ貨物取り扱い量の見通し】

自動車専用道路ICへの10分アクセス率
８９％　（現状）　→　１００％　（将来）

自動車専用道路ICへの10分アクセス率
８９％　（現状）　→　１００％　（将来）

600

250500

150

200

100

中枢国際港計1,500

東京湾 伊勢湾
大阪湾 北部九州
中核国際港湾（８港合計） その他

２０１０年目標
（単位：万TEU）

■
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国際水準のｺﾝﾃﾅ港湾の適正配置とアクセス性の向上



中枢・中核港湾以外の港湾が占める
コンテナ取扱割合

内、海外トランシップ量

⇒２６９千TEU /年

内、海外トランシップ量

⇒２６９千TEU /年

※【　】書きは全体取扱量に占める割合

※トランシップの（　）書きはコンテナ流動調査（H10）よりトランシップ率を求め算出
出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果及び国土交通省港湾局調べ（2000年速報値）

内、海外トランシップ量

⇒４４７千TEU /年

内、海外トランシップ量

⇒４４７千TEU /年

：中枢・中核国際港湾

：中枢・中核国際港湾以外の港湾

―　凡　例　―

海外トランシップ
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全体：１２，６５６

(43.9% )(3.7% )

中枢・中核国際港湾の取扱量

１２，０４４千TEU /年【95.2％】

中枢・中核国際港湾以外の港湾の取扱量

６１２千TEU/年　【4.8％】



国際コンテナターミナルへのPFI方式の導入

民間活力の
導入

ＰＦＩ方式

岸　　　壁

コンテナ船

管理棟トランスファー

クレーン

ガントリークレーン

公共 起債 ＰＦＩ

従来方式

トランスファー

クレーン

ガントリークレーン

岸　　　壁

コンテナ船
ふ頭用地

管理棟

ふ頭用地

【北九州ひびきコンテナターミナル完成予想図】

【常陸那珂港北ふ頭　　　　　　　

コンテナターミナル】

コンテナターミナル整備へのPFI方式の導入
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メガオペレーターの台頭
世界の大手埠頭業者とコンテナ・スループット（2000年推計）

21.945.0Shipping Line Terminals
50.3103.5Other Terminals
100.0205.8Total

27.857.3Famous Five

1.73.6　　　SSA ( Stevedoring Services of America )
3.06.2　　　P&O Ports
3.16.4　　　Eurogate

10.220.9　　　PSA

9.820.2　　　Hutchison ( Hutchison Port Holdings : 
　　　HPH)

世界シェア

　　　　(％)

推定

スループット

（百万TEU）

大手埠頭業者

注：本図はメガオペレーターのFamous Fiveに、世界最大の船社であるMaersk Sealand社を加えた６社について作成した。

備考：ICTSIは、同社海外部門子会社IIHCをHPHに売却する旨、2001年5月に公表した。

出典：OCDI調べ

SSA

HPH

P&O Ports

PSA Corp

【Famous Five 進出地】

Eurogate

Maersk Sealand

資料：Drewry Shipping Consultants,Containerization International Yearbook2001,OCDI資料より作成

- 18 -



バルク貨物の品目別貨物量の推移

【輸出量上位品目】

21 23 20

3
6

6
6

6

5
7

9

6

5

7

8

21

24

63

43
53

17

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1992 1995 1999

輸送機械

鉄鋼

化学薬品

セメント

その他の機械

石油製品

その他

資料）「港湾統計年報」「外貿定期船貨物量一覧」

（単位：百万トン）

【輸入量上位品目】

93 104 88

25 25
24

114 129 135

225 238 223

34 31
22

26 30
28

123
123114

143124119

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1992 1995 1999

原油

石油製品

石炭

鉄鉱石

その他木材

米、雑穀、豆

原木

その他

資料）「港湾統計年報」「外貿定期船貨物量一覧」
（単位：百万トン）
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公共岸壁によるバルク貨物の輸出（1999）

輸送機械
65%

その他の機械
10%

鉄鋼
10%

その他の品種
6%

輸送機械

その他の機械

鉄鋼

金属くず

セメント

その他の品種

(61%)
(18%)

(78%)

注）（カッコ）内はバルク貨物量／全貨物量
出所：国土交通省港湾局調べ。

公共岸壁によるバルク貨物の輸入（1999）

その他木材
21%

その他の品種
21%

原木
20%

石炭
10%

その他木材

原木

石炭

その他金属鉱

その他非金属鉱物

米、雑穀、豆

麦

鉄鋼

木製品

紙、パルプ

その他の品種

(99%)

(82%)

(99%)

注）（カッコ）内はバルク貨物量／全貨物量
出所：国土交通省港湾局調べ。
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◎産業の国際競争力を支える物流産業拠点の形成

～木材チップの主要な輸入港湾と製紙工場の関連～

釧路-12m
苫小牧-12m

室蘭-11m

境-14m

仙台塩釜

石巻-13m

秋田

八戸-12m

衣浦
清水

田子の浦-12m

日立

新潟-13m

呉

川内-12m

徳島小松島
　-13m

伏木富山-14m

名古屋-12m

大分

岩国

八代

三島川之江
　 -14m

　 王　子
日　本

大昭和

その他

志布志

※）青字は主要岸壁（整備中を含む）

【名古屋】

　　【チップ】
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ｱﾒﾘｶ等から輸入

製紙会社

【釧路】

【石巻】

○製紙工場の約９割は、臨海部に立地。
　（生産能力ベース）
○拠点港２２港で、主要な原料となる
　チップの９６％以上を輸入。
○CIQはすべての港で完備。
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バルクキャリア船舶の大型化の動向

【バルクキャリア船の喫水動向】

資料：日本船主協会「日本商船船腹統計2000」をもとに国土交通省港湾局作成

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1980 82 84 86 88 90 92 94 96 98 2000

５ｍ以上

１０ｍ以上

１２ｍ以上

（年）

【バルク船】

　【新幹線】　
（12両編成の場合）

０ｍ 100ｍ 200ｍ 300ｍ
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モーダルシフトの推進

－輸送距離５００ｋｍ以上における国内貨物輸送量の輸送機関分担率の推移－

6.6

6.3

6.6

5.9

6.0

6.1

5.6

5.5

3.8

4.1

18.8

18.5

19.5

19.1

19.2

11.4

11.4

11.8

11.0

10.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

平成１０年度

　平成９年度

　平成８年度

　平成７年度

平成６年度

フェリー RORO その他海運 鉄道

39.9

39.8

43.4

41.8

42.9

10.1

9.7

12.1

11.9

12.7

単位：％フェリーとＲＯＲＯの計
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